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 要 旨 

目的： 

全死亡と日本人の主要な死因に寄与するアルコールの量的な評価を作るために、日本の

６つの進行中の大規模コホート研究の統合分析を実施した。 

 

方法： 

対象者は 309,082 人で、3,832,285 人年追跡のうち 35,801 人が死亡した。ランダムエフ

ェクトモデルを用い、アルコール摂取量のカテゴリごとに、アルコール摂取による総死亡

と主要死因の統合ハザード比を算出した。 

 

結果： 

男性では総死亡および主要な死因のリスクとアルコール摂取量との間に、女性では総死

亡リスクと心疾患死亡リスクにＪ型もしくはＵ型の関連がみられた。非飲酒者と比べると、

男性では総死亡リスクと心疾患死亡リスクはアルコール摂取量 69ｇ/日未満、がん死亡リス

ク、脳卒中死亡リスクはアルコール摂取量 46ｇ/日未満、女性では総死亡リスクがアルコー

ル摂取量 23g/日未満で有意に低かった。さらに、アルコール摂取量が増加するほど死亡リ

スクは直線的に上昇した。男性ではアルコール摂取量を 46g/日未満に減らすと総死亡リス

クの 5%、がん死亡リスクの 3%、心疾患死亡リスクの 2%、脳卒中死亡リスクの 9%を避け

ることができ、女性ではアルコール摂取量を 23g/日にすると、これらの死亡リスクの 0-1%

を避けることができた。 

 

結論： 

日本人において、アルコール摂取量を男性 46g/日未満、女性 23g/日に維持することによ

り死亡リスクを最小限に抑えられる。 

 


